
て
い
る
場
合
は
、
防
除
を
自
粛
す
る
な
ど
ド
リ
フ
ト

の
防
止
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
防
除
規
制

が
あ
る
地
区
に
お
い
て
は
、
各
地
域
の
指
導
に
従
っ

て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

赤
焼
病
〈
10
月
中
旬
～
下
旬
〉

　

秋
整
枝
や
台
風
な
ど
の
強
風
時
に
で
き
た
傷
口
か
ら

感
染
し
て
発
病
し
ま
す
。
幼
木
園
な
ど
風
の
影
響
を
受

け
や
す
い
茶
園
な
ど
は
、
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
サ
イ
ド
３
０
０
０　

１
０
０
０
倍

ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー
Ａ　

５
０
０
倍　

な
ど

チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
〈
秋
整
枝
後
の
10
月
中
旬
～

11
月
上
旬
〉

近
年
管
内
茶
園
で
も
常
発
し
て
い
ま
す
。
ス
ス
病

が
発
生
し
て
い
る
よ
う
な
多
発
園
で
は
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
マ
シ
ン
油
で
防
除
す
る
こ
と
で
、
ス

ス
病
の
軽
減
が
可
能
で
す
。

マ
シ
ン
油

50
～
１
０
０
倍

翌年の収量品質は、
着葉量の十分な確保と

丁寧な整枝作業がポイント

農業経営支援課
福手 裕三

茶

《
秋
整
枝
》

　

10
月
の
作
業
は
秋
整
枝
が
中
心
と
な
っ
て
き
ま

す
。
摘
採
面
を
整
え
、
翌
年
の
一
番
茶
に
古
葉
や
木

茎
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。秋
整
枝
は
、

摘
採
に
次
い
で
一
番
茶
の
生
育
・
収
量
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
平
均
気
温
18
～
19
℃
以
下
に
な

る
10
月
上
旬
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
冬
期
に
寒
害

を
受
け
や
す
い
地
域
や
樹
勢
が
弱
い
茶
園
に
つ
い
て

は
、
葉
層
の
確
保
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
10
月
12
日　

管
内
平
均
気
温
19
・
1
℃　

Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
Ｅ
Ｃ
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
よ
り

秋
整
枝
と
春
整
枝
で
は
、
春
整
枝
を
す
る
と
摘
採

時
期
が
遅
く
な
り
、
新
芽
の
バ
ラ
ツ
キ
が
顕
著
に
な

り
ま
す
。
春
整
枝
は
一
番
茶
の
品
質
低
下
に
及
ぼ
す

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
寒
害
や
凍
霜
害
が
生
じ

た
場
合
の
減
収
や
品
質
低
下
と
比
較
す
る
と
被
害
程

度
が
低
い
の
で
、
気
象
災
害
の
頻
発
茶
園
で
は
春
整

枝
を
検
討
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
深
さ
に
つ
い
て
】

◦
最
終
芽
（
三
番
茶
芽
）
の
２
～
３
枚
残
し
た
位
置

で
葉
層
８
㎝
以
上
確
保

◦
最
終
摘
採
面
（
二
番
茶
後
整
せ
ん
枝
位
置
）
よ
り

５
～
６
㎝
上
で
整
枝

◦
日
差
し
の
強
い
日
は
避
け
、
機
械
の
刃
回
転
は
早

く
、
進
む
速
度
は
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
実
施
し
ま

し
ょ
う
！

《
病
害
虫
防
除
》

　

秋
整
枝
が
終
わ
る
と
、
病
害
虫
防
除
も
終
盤
を
迎

え
ま
す
。
10
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
防
除
対
象
と
な

る
病
害
虫
は
、
ハ
マ
キ
類
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
、
ナ

ガ
チ
ャ
コ
ガ
ネ
、チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
な
ど
で
す
。

茶
園
に
よ
っ
て
発
生
度
合
い
に
差
が
あ
る
の
で
、
茶

園
を
よ
く
観
察
し
て
必
要
に
応
じ
て
防
除
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
隣
接
園
で
秋
冬
番
茶
を
摘
採
し
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